
1．はじめに

大洲城の歴史は古く元
げん

弘
こう

元年（1331）に遡り，宇都
うつの

宮
みや

豊
とよ

房
ふさ

が地
じ

蔵
ぞう

ケ岳
たけ

に城を築いたのが始まりとされる。

激動の戦国時代を経て，藤
とう

堂
どう

高
たか

虎
とら

や脇
わき

坂
さか

泰
やす

治
はる

らが相次

いで城主を務め，元
げん

和
な

3 年（1617），米子より加
か

藤
とう

貞
さだ

泰
やす

が入城し，以来，13 代にわたり加藤氏は版籍奉還

まで続いた。

史料としては，大洲城は加藤氏入府以来，石垣・

櫓・御殿などの修復記録が残っているが，天守に関す

る記述がないことから，大規模な改修もないままに明

治を迎えたものと考えられている。

明治期に撮影された写真からは，著しく老朽化した

様が見て取れ，明治 21 年，天守は解体され姿を消した。

一方，解体を免れ今日まで残った 4つの隅櫓は，昭

和 32 年，重要文化財に指定され，昭和 45 年までに相

次いで修理を終えて現在に至っている。

大洲市では，天守復元の機運が幾度も持ち上がった

が，簡単には実現に至らなかった。しかし，ついに平

成 6年の市議会において基金造成が可決され，長年の

夢が実現に向かって歩き出した（写真― 1，2に復元

後の大洲城の状況を示す）。

2．復元を可能にしたものは…

（1）豊富な復元史料

大洲城は復元史料に恵まれた。現存する 4つの隅櫓

（写真― 3）をはじめ，発掘調査により得られた史料

や古文書・古絵図（写真― 4）はもとより，明治期に

天守が解体される以前に 3 方向から撮られた古写真

（写真― 5）や，古くから大洲藩作事方棟梁であった

中野家に残されていた「天守雛
ひな

形
がた

（写真― 6）」など

があり，天守の復元における豊富な史料は全国でも珍

しいと言われている。
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伊予の小京都とよばれる愛媛県大
おお

洲
ず

市に，平成 16 年 9 月，市民の長年の夢であった大洲城天守閣が
116 年ぶりに甦っ

　よみがえ　

た。戦後の木造による天守の復元としては 4例目であり，規模は初めての 4層 4 階であ
り，高さ 19.15 mは国内一である。
復元決定から約 10 年，多くの苦難を乗り越え悲願の夢の実現のために，未知の世界へ挑戦した人たち

と，その歩みの一端を紹介したい 1）。
キーワード：木造天守，木組み，復元技術，技術の伝承，歴史的遺産，城（郭）

大洲城天守閣復元工事に携わって

外　舘　　　寛

特集＞＞＞ 歴史的遺産・建造物の修復，復元

写真― 1 外観全景

写真― 2 天守 1階内部
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なかでも注目されたのは「天守雛形」で，明治 36

年の「天守雛形誌」が付いており，明治期古写真ともほ

ぼ合致する。これは実測値から実寸 1間（6尺 5寸）を 2

寸に縮小して製作されたと考えられ，若干の部材の欠

損があるものについても，その痕跡が確認できたこと

から，階段や窓など内部までをも復元可能となった。

（2）法のハードル

大洲城の天守は建築物として復元された。大洲城以

前の 3 件の天守復元は，「工作物」・「2 階建て」・「大

臣評定」と様々の手法によって実現したが，いずれも

建築基準法下での復元であった。ここで法律上におけ

る建築物と工作物の差は果てしなく大きく，建築基準

法の制限のハードルを越えることは容易ではない。

前述のように木造による天守復元で，4層 4 階・最

高高さ 19.15 m の規模は戦後初めてであり，平成 7年

に 3層 3階で復元された宮城県白
しろ

石
いし

城で使用された手

法である法 38 条評定はすでに削除が決定されていた

ことから，指定史跡上に復元される建物ゆえの「法 3

条―基準法適用除外」を認めてもらうまでに 2年の歳

月を要した。「3 条適用」の獲得に奔走された大洲市

の担当者や設計者の苦労は大変なものであったと同時

に，県をはじめとする関係者の復元に向けての多大な

協力によって復元が実現されたことも，ここに併せて

記しておきたい。

（3）人々の熱い思い

大洲盆地の中央を流れる肱
ひじ

川は，かつては日常的に

川舟や筏が行き交う流通の動脈であった。このため，

大洲は物資の集積地として栄え，藩政時代の城下町が

現在も残っていて，個性ある町並みと景観は古くから

「伊予の小京都」と言われてきた。

城下町大洲のシンボルとも言うべき天守の復元は，

市民の長年の夢であり悲願であった。また，史実に忠

実な伝統構法による木造天守にしたいというのが多く

の市民の希望であった。コンクリート造に比べてかな

りの高額となる建設費用約 13 億円のうち，5 億円超

の金額を市民らの寄付でまかなったほか，桧などの用

木も多くの市民から寄せられ，柱材のほとんどにこの

寄付木が使用されている。

写真― 3 台所櫓。現存する 4つの隅櫓の 1つ

写真― 4 元禄五年大洲城絵図（大洲市立博物館蔵）

写真― 5 古写真―現存する3枚の古写真のうち北面からのもの（大洲市提供）

写真― 6 天守雛形
ひながた

（市指定文化財・市立博物館蔵）



起工式も終わり現寸作業が進むなか，ある市民宅か

ら，新たに原版に近い鮮明な古写真が発見された。これ

を精査したところ，原設計では天守の寸法が小さすぎ

ることがわかり，設計や現寸作業の修正を行うととも

に，調達済み木材の寸法（長さ）確認と振り替え作業が

行われた。作業に携わった大工さんも，忠実な復元のた

めには手戻りもやむなしと，惜しまず協力してくれた。

また，一部が失われていた天守台石垣の復元は，石

材を旧材に倣うことはもとより，個数・形状までをも

発見された古写真に倣って加工・据付するなど，忠実

な復元にこだわった（写真― 7）。

3．初の 4層 4階に挑戦した平成の工匠
たくみ

たち

（1）工事全体の流れについて

全体工期は約 37 ヶ月で，前半 6 ヶ月間は木材の受

入検査と工事に支障となる既存樹木の伐採・既設石垣

の調査と一部修復，搬入道路の拡幅整備などの準備工

に費やし，基礎工事から完成までの実質工事期間には

約 31 ヶ月を配した。

4層 4 階天守と，重要文化財である 2棟の既存櫓（台

所櫓・高欄櫓）に接続する西・北多聞櫓の木造復元，およ

び天守台石垣の既失部分の復元が工事範囲である。

本体工事は，天守の荷重を支えるための基礎工事か

ら始め，続いて天守台石垣の復元と礎
そ

石
せき

の据付，外部

足場兼用の素
す

屋
や

根
ね

（覆い屋）の組立を行った。その後，土

台据付けと三
た

和
た

土
き

作業を行い，柱・梁などの主要部材の

建て方と小屋組みから棟
むな

木
ぎ

取付けを終えて上棟した。

続いて垂
たる

木
き

・茅
かや

負
おい

・野
の

地
じ

などの屋根の張出し作業

後，土居・瓦葺の屋根工事と，壁の左官工事を行い，

木工事も平行して内部の造作や外部の下見板の取付け

を行って完成を迎えた。

（2）木工事

誰もが未知の 4層 4階に挑んだ復元工事は，現寸引

付け作業から始まった。宮大工が柱や梁などの各部材

の納まりや，継
つぎ

手
て

・仕
し

口
ぐち

部分を中心に現寸大で描く作

業である。設計主旨を受け，匠
たくみ

たちの豊富な経験と地

域性，年代的特徴などを考慮して詳細を決定し，型板

作製や墨付け作業が進められた。担当したのは富山か

ら参加した 5人の堂
どう

宮
みや

大工と，復元を願って参加した

地元大洲の 9人の大工たちである。

墨付けやきざみ加工の作業は，大径で大重量の木材

を扱う作業になるため，木材の積み降ろしや，移動の

ための設備と適度の加工スペースをもつ加工場，およ

び大量の木材を保管できる施設が必要となる。

本工事では，市内の空工場建屋を借用することがで

き，備え付けの天井走行クレーン2基をフルに活用して，

能率的かつ安全に作業を行うことができた（写真― 8）。

使用した木材は，全部で約 448 m3（約 1.613 石）あ

り，足掛け 3年を費やして調達したものを大洲市から

支給を受け使用した。内訳は，表― 1のとおりで全

体の 4分の 3 に桧が使用されており，そのうちの約 4

割は地元周辺から調達されている。

現場建て方は，平成 14（2002）年 9 月に天守土台

の据え付けから始まった。同年 10 月に 1 層目建て方

を行い，翌 15 年，4 層 4 階にちなんだ 4 月 4 日を上
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写真― 7 石垣の復元積み

写真― 8 加工場内部

表― 1 使用木材材積表

桧 栗 椹 杉 松 樟 計

材　積　（m3） 340.140 29.618 22.386 49.918 4.894 0.736 447.692

主な使用部位 柱，梁，桁，床 土台 下見板 野地 野隅木，羽目 懸魚



棟式とすることを目標とした。

軸組みは，柱や梁・桁それに付随する貫
ぬき

・腕
うで

木
ぎ

・

柱踏
はしらぶ

み等を同時に組み込みながら建て方を行い，床は

大引までとして，各階ともその上に仮設床を架設し，

上階の建て方作業を行った。その後は，屋根部材（出

桁・垂木・茅負・裏
うら

甲
こう

・野地板等）や，内部の造作

（窓・敷
しき

居
い

・鴨
かも

居
い

・長押
なげし

等），外部の下見板の取付け作

業を平行して行う左官工事や屋根工事と調整をしなが

ら進めていった。最後に根太・床板・階段の取付作業

を行った（写真― 9）。

（3）左官工事

壁は伝統工法による竹
たけ

小
ご

舞
まい

組土壁塗り漆
しっ

喰
くい

仕上げで

ある。外部は大
おお

壁
かべ

造り，内部を真
しん

壁
かべ

造りとし，天守 1

階の外側（西・北面）と多
た

聞
もん

櫓の外側は瓦礫入りの太
たい

鼓
こ

壁である。竹小舞は，直径約 1 寸（3 cm）の真
ま

竹
だけ

を藁縄にて編み込みながら緊結していくもので，最初

に横・縦の間
ま

渡
わた

し竹を約 1～ 1.2 尺（30 ～ 36 cm）間

隔で柱など当りにえつり
．．．

穴を設けて入れ込み，その間

に小舞竹を 2.5 ～ 3.0 寸間隔で配置する（写真― 10）。

荒
あら

壁
かべ

土は，水を加えて塊なきよう解きほぐした粘性
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土に，十分な量の藁
わら

スサを混練して数ヶ月間寝かせる

（水張り養生）。寝かせることにより藁皮が腐植熟成し

て繊維のみが残り，田土のように腐植臭がして粘り強

い土に変化していく。さらに途中で数回，藁スサを加

えて練り返しを行い荒壁打ちの作業を行った。荒壁土

は団子状にして格子状に組んだ小舞竹に絡ませるよう

手で打ちつけていく。

荒壁を十分乾燥させた後に，裏側から返し塗りを行

い堅固な壁の芯を作る。この段階の乾燥が不十分だと，

後に土の剥離や仕上げ漆喰の変色を招くことがあるの

で重要な管理ポイントである。

内外部とも，目
め

潰
つぶ

し・大直し・斑
むら

直しと土塗りの工

程を重ねて壁厚を増していく。塗り厚は，荒土打ちは

5 寸程度，重ね塗りは 5 分程度とし，その過程では，

間渡し竹からハの字に伸ばした下
さげ

縄
なわ

や，縦・横縄を適

宜土塗りの中に張り込むことで強度を増す。

中塗り土は土塗りの最終工程となり，漆喰塗りの下

地面になるもので，土拵
こしら

えは粘性土にもみスサを加え

て混練し，さらに砂を加えて引きを調整して，これも

荒壁土同様，数ヶ月寝かせて使用した。

中塗り乾燥の後に漆喰塗りを行った。漆喰拵えは材料

も伝統技法に倣い，海草の角
つの

又
また

を水で炊き，濾した糊に

石灰とスサを練り混ぜて作るが，寝かせの期間が長いほ

どスサが馴染んで良質のものとなる。漆喰下塗りは，漆

喰に砂を混ぜた砂漆喰を使用し，上塗りは，下塗りが乾

燥する前に追っかけ塗りで仕上げなければならない。

漆喰塗りは，壁以外にも各階の軒
のき

揚
あげ

裏
うら

や飾り屋根の

破
は

風
ふ

などが数多くあり，割り竹に細縄を巻きつけ釘打

ちした割竹小舞を下地とした後に砂漆喰の下擦りから

始め，漆喰下塗り，上塗りの工程で仕上げる。軒先だ

けでも腕木，出桁，茅負，裏甲，垂木と曲線や角仕上

げがほとんどであり，木工事の現寸図をもとに型板を

つくり，それに倣って形を形成しながら塗らなければ

写真― 9 天守 1層建方状況

写真― 10 外壁大壁小舞組状況 写真― 11 天守 4層軒揚裏漆喰仕上げ状況
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ならない。これは手間と工程がかかり，左官の腕の見

せどころでもあった。また，4 層屋根の入母屋や，1

～ 3 層の飾り屋根の破風も微妙かつ繊細な曲線があ

り，型板を使用したものの，全部で大小 18 ヶ所もあっ

たことから，漆喰仕上げの工程だけで 3ヶ月を要した。

愛媛県の南
なん

予
よ

地方では，これら左官の伝統技法が今

日でも受け継がれており，この作業は地元の左官たち

の参加により進められた（写真― 11）。

（4）屋根工事

工事は，軒先の茅負・裏甲の取り付け，野地板貼り

が終わり瓦座
かわらざ

が取り付くと，屋根の下葺きである土
ど

居
い

葺
ぶき

作業に移る。土居葺は椹
さわら

の赤
あか

身
み

を厚み 1分に手割し

た，長さ 1尺の薄板材を葺
ふき

き足
あし

2 寸に竹
たけ

釘
くぎ

で打留めて

いく。その上に瓦桟
かわらさん

を垂木当りに取り付け，本
ほん

瓦葺
かわらぶ

き

作業を行った。瓦材は，地元愛媛県でも古くから生産

されているが，大洲盆地の冬場の冷え込みによる凍害

を考慮し，岐阜産の耐寒瓦を採用した。

軒先の巴
ともえ

（軒丸瓦）や唐
から

草
くさ

（軒平瓦）は，事前の発

掘調査による出土品に倣って，それぞれ蛇の目紋と，

釘抜き紋にて復元焼成した。葺き方は葺き土を用いず，

瓦桟に銅線にて瓦を固定する空
から

葺
ぶ

きとし，屋根重量の

軽減を図った。

復元の重要な資料である明治の古写真を基に，史実

に忠実な瓦割付けを行ったほか，鯱
しゃち

の大きさや棟積み

の詳細等も精査・検討しながら作業を進めるととも

に，地震時の崩落対策にも配慮した（写真― 12）。

（5）素屋根
す や ね

工事

城郭復元の工事では，素屋根を設置するのが一般的

であり，工事期間中，建物の木部材を風雨から守るほ

か，雨を避けながら乾燥養生を必要とする土壁漆喰塗

りや，屋根の瓦葺き作業を保護できる品質面ばかりで

なく，天候による工程の遅延や，労働災害防止の観点

からもその必要性と効果は大きい。

素屋根は一般建築工事の外部足場と違い，復元建物

に先立って設置する必要があり，その素屋根自体が自

立して台風などに耐えうるものでなければならない。

しかし，工事場所のほとんどが史
し

跡
せき

地内であり，地盤

面下に素屋根の基礎を構築したり，控えの材料を打ち

込むなどの方法は，文化財である遺
い

構
こう

保護の観点から

ほとんどの場合できない。

こうしたことから本工事では，過去の城郭工事の経

験を踏まえて，鋼製の特殊ビームと地上置きコンクリ

ートウエイトを使って素屋根を計画した。

素屋根の要素としては，建物の外周に壁土や瓦等の大

きな重量の材料を運搬する通路や，それらを仮置きする

スペースが必要である。本工事では特殊ビームの採用で

大きな跳ね出しや長大スパンが可能となり，広い空間を

確保し強度的にも優れた作業床の設置ができた。また，

素屋根内部に併設した天井走行クレーンは，木工事の

建て方はもちろん，土や瓦の揚重にも威力を発揮した。

効率的かつ安全な仮設として，今回の工事全体を円滑

に進める上で，計りしれない効果があった（写真― 13）。

4．伝統技術を未来へつなぐ

城などの歴史的建造物の寿命は長い歴史が物語って

いる。それは，当然ながら先人たちの知恵によって生

かされ，現代に残されてきた。しかしその知恵が今，

頻失の危機に向かっているような気がしてならない。

これは大変なことである。

建造物だけが歴史的遺産ではない。修理修繕をしな

がら建物を延命してきたその技術や技能も日本の文化

であり，歴史的遺産として孫子の代へ受け渡していく

べきものだと思う。

復元工事に携わってみて，先人たちが残してくれた

伝統技術を継承・実践できる場があまりにも少なく，

写真― 12 天守 4層屋根葺完了

写真― 13 素屋根全景
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近い将来には建造物などの復元や修理修復が危うくな

るのではと嘆きの声がことのほか多く，次第に大きく

なっていることを実感している。

城の石垣の空積み技術や，木造による伝統構法など

が正当な評価を受けて，全国で広く使えるようになる

ことで，古くからの伝統文化を将来に受け継いでいけ

ると考えている。しかし，残念なことにこれらは経験

則によるところが多く，その技術的解明がなされてい

ないのが実情である。

今回は希少な復元の機会に恵まれたことから，筆者

らは構造金物を使用しない木組みの耐力検証 2）や高層

木造建物の振動特性の把握 3），あるいは土壁の剪
せん

断
だん

力

実験 4）や仕上げ材（保護材）である漆喰や墨塗りの伝

統材料とその技法について検討 5）を行い，建物の延命

につながる改良工法の開発などの研究も継続的に行っ

ている。現代の材工法によるもどき
．．．

ではなく，歴史の

上に残された文化財的「真の価値」を損ねることなく，

その技法をベースにして改案された工法を提供するこ

とで，維持保全による延命とその選択の幅が広くなる

のではないかと考えている（写真― 14，図― 1）。

5．おわりに

ここまで紹介したように，本工事は市民等から多く

の寄付や寄木が寄せられただけでなく，木
き

曳
びき

式
しき

や瓦記

名会などのイベントにもたくさんの皆さんが参加し

た，まさに市民総参加の史実にこだわり続けた熱き思

いの人々の城づくりであったと思う。

現場では復元する天守が初めての 4層 4階で，高さ

が日本一になることから，多くの見学希望者が予想さ

れたことや，着工当初より大洲市からの要請もあって，

定期的に工事の状況を公開するための市民見学会を開

催するよう計画した。

また，工事中も伝統工法による技術伝承のために多

くの見学者の受け入れを行った。工事中の見学会は

280 回を超え，見学者は延べ 2万人以上を数えた。

当初は職人さん達も戸惑いがあったようだが，すぐ

に日常のこととして受け入れていった彼らは，見られ

る仕事を誇らしく思っていたと思う。見られる仕事ゆ

えに，お互いを気遣い，心を一つにして完成を目指す

ことができたのだと私は思っている。

大洲城を訪れ，初めて目にした木の大きさに人々は

圧巻され，「ウォー」と一様に驚きと感動の声をあげ

る。そして一杯に充ちた桧の香りに浸り，癒しに満ち

た顔を見せるのは，工事中も完成から 3年半を過ぎた

今も変らない。

「世紀を越えて甦った天守」の意義は大きい。諦め

ずに夢を実現した大洲市と市民が，「伊予の小京都」

として全国に誇る隆盛のシンボルであるとともに，今

後の伝統工法による大規模木造建築の復権の道を拓い

たこと，そして昨今，警鐘が叫ばれている「日本のも

のづくりの精神」を実践し，失われつつある日本古来

の文化と技術の伝承に，微力ながら役立つことができ

たのではないかと思っている。

東京から遠く離れた地方の町で展開された未知への

挑戦によって甦った天守は，完成後，数々の賞を受け

ている。これは最後まで史実にこだわり本物を諦めな

かった大洲市民と，工事に携わった多くの工匠たち，

そして，基本設計を担当され，木造による復元への道

を可能にしてくださった（故）宮上茂隆先生の大洲城

への思いの賜物であると，私は思っている。

最後に，今回，微力ながらこの一大事業に参加し，

一端を担うことができたことに感謝するとともに，こ

こに紹介の場を戴いたことに，関係者を代表して深く

御礼を申し上げ，大洲城が千代に八千代に栄えること

を願い結語としたい。

図― 1 自由振動波形と減衰定数（大洲城小屋組短辺方向加振）

写真― 14 仕口耐力実験状況（ハザマ技術研究所）



大洲城の受賞と選定

・四国照明賞（2004）

・第 1回ものづくり日本大賞（2005）

・第 7回国土技術開発賞　最優秀賞（2005）

・日本建築学会業績賞（2006）

・日本 100 名城（2006）

・新日本様式 100 選（2007）

基本設計：（故）宮上茂隆

設計監理：㈱三宿工房　冨士川俊輔

設計協力：竹林舎建築研究所㈲　木岡敬雄

㈱前川建築研究室　前川　康

㈲建築文化研究所　八木清勝

㈱増田建築構造事務所 増田一眞
J C M A
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